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 ケセン式ローマ字では次の 25 文字を用いる。左側が大文字、右側が小文字である。 
図 1: 岩手県の気仙地方 
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例：叱られる→ogorar’erú [o-go-raï-r   ] 












(1) Ası no ke  a á naor’ tár gara, gakkō sa igu ni ig’i. 足の怪我が治ったから、学校へ行くこと
ができる。／能力可能 





                                                                                                                                                                  
Aa Bb Dd Gg        İi Iı Її Kk Mm Nn Oo Pp Rr   r  Ss Tt Uu Vv Ww Ẅẅ Yy Ϋӱ Zz 
≪母音≫a[ɑ] e[e] o[o] i[ï] u[  ] ı[ï] i[ï] 二重母音 ai[ɛə] aï[aï] au[ɑː] ae[aï] ia[jɑː] iu[j  ː] ie[eː] io[joː] ua[wɑː] 
ui[wïː] ue[weː] ea[ɛɑ] ei[eː] oa[oɑ] oi[oï] ou[oː] oe[oe] awe[ɛə] 
≪子音≫h[h, ç, Φ] k[k, kç] p[p] s[s, ts] t[t, ts] v[Φ] b[b] d[d, ʣ] g[ɡ]   [ŋ] m[m] n[n, ɴ] z[ʣ, z] 半母音 w[w] y[j]  
両声子音 r 通常 r は有声子音として発音される合拗音  
長音記号 ˉ 高音記号 ˊ 下降記号 ˆ 上昇記号 ˇ 音便記号 ’                            (山




 動用詞とは、事物の動的属性を表現する語で、活用するものを言う。山浦(2000: 73) 
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る物事が自然にそのような状態を可能にしているような言い方になる。 
(3) Tono  udı á hir og’i gará, nazó nar tansı demo ragu ní haǐrasaru. 入り口が広いから、どんな箪
笥でも楽に入れることができる。／許容可能 





(5) Sırasıra do kagarú pên dar.   スラスラと書くことのできるペンだ。 
(山浦 2000: 105-106 要約) 
 
1.2.2. 非肯定的可能表現 
 「動用詞連体形＋ni igú na ’i」とすることはできない。但し、否定以外の非肯定的表現、
つまり疑問や不知の表現の場合には~-ni ig’íを使うことができる。 
(6) Gakkō sa igu ni ig’í gǎ? 学校に行くことができるか。／能力可能または許容可能の疑問 





は大概受け身を表し、可能にはほとんど用いない。肯定表現には igu ni ig’íを専ら使い、-areru
のついた形は igarer-nag’i と可能の否定に用いる。 
(8) Ası no ke  a á naor’-nag’í  ara,  akkō sa igarer-na ’i. 足の怪我が治らないから、学校へ行く
ことができない。／能力可能の否定 















例としては、「行こう」が igu bai、「生きよう」が igirú bai、「受けよう」が ugerú bai となることが挙げら
れている。 
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使うことができる。 




(12) Kono pên   a umágu ka ar’-na ’i. このペンはうまく書けない。 








































お、話者 B は筆者自身であるため、話者 B による可能表現は考察の対象としていない。 
 
表 1: 話者の情報 
話者 性別 生年 出身地など 
A 女性 1929 年 岩手県住田町出身。気仙地域外に在住経験なし。 
B 女性 1991 年 岩手県陸前高田市出身。中学卒業まで陸前高田市在住。 
 
表 2: 各談話の情報 
回数 日時 録音時間 話者 得られた用例数 
第 1 回 2013 年 3 月 17 日 57 分 13 秒 A, B 10 
第 2 回 2013 年 9 月 2 日 58 分 23 秒 A, B 9 
第 3 回 2013 年 9 月 3 日 18 分 46 秒 A, B 3 











表 3: 談話で得られた可能表現の内訳 
 ニイー (ラ)レル ライル形 サル デキル 可能動詞 その他 計 
肯定 8 1 0 0 0 0 1 10 
非肯定 0 5 6 0 4 3 2 20 












(13) 【ニイー】ソウスット 2 日グレェデ飲ムニイイノサ 




































の使用が多いのだろう。～ニイガッタという過去を表す形も 1 例のみだが確認できた。 
 肯定的可能では(ラ)レルの用例が 1 例あった。しかし、これは質問に対する返答として(ラ)
レルが用いられていたのであり、この結果から自然な発話の中で肯定的可能として(ラ)レル
岩手県気仙方言における可能表現について 
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が用いられると断言することはできない。非肯定的可能の際には(ラ)レルが用いられており、
















-areru についての記述は「ところで、kadarareru とか ugerarerú のように r で始まる音節が三
つも連続して用いられる場合、ケセン語では 2 番目の r を省略して発音することが多い。す
なわち、r が子音脱落音便を作ってしまうのである。それで kadarareru は kadarar’eru となり、













arígarer-nag’i となる。igarer-nag’i と arígarer-nag’i は子音脱落音便が起こるようには示されて
いない。「歩
アリ
グ」に nag’i をつけると、arigar’-nag’i となる。しかし、音便記号の前後が母音
ではないために子音脱落音便は起こらず、二重母音である aï[ɑï]や ae[aï]が出てくる綴りには








ガイネェ」と発音するためには、r が 3 つ連続しなくとも子音脱落音便が起
こる必要がある。受け身の意味を持つライル形としては「連レデ行ガイル(連れて行かれる)」














表 4: 談話調査の結果のまとめ 




































岩手県白地図 http://www.craftmap.box-i.net/map.php (最終閲覧日 2014/1/24) 
